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全国石油商業組合連合会（全石商)

通 常 総 会 議 事 次 第

一、開 会

二、定足数の報告

三、物故者への黙祷

四、会長挨拶

五、新理事長の紹介

六、表彰式

国家表彰受章者記念品贈呈

　　　　　　　　　　　　功 労 役 職 員 表 彰

七、議長および副議長の選任

八、議 長 挨 拶

九、議 事

．全石商―議案第一号 年度事業報告書について

．全石商―議案第二号 年度決算報告書について

○ 監査報告

．全石商―議案第三号 年度事業計画(案)について

．全石商―議案第四号 年度収支予算(案)について

．全石商―議案第四号 年度全石商賦課金の額、賦課の基準、算出方

法、徴収の時期及び方法(案)について

．全石商―議案第四号 年度組合事務補助金交付(案)について

．全石商―議案第四号 年度支部管理費補助金交付(案)について

．全石商―議案第五号 年度借入金最高限度額(案)について

．全石商―議案第六号 年度員外理事、員外監事の役員報酬額(案)に

ついて

．全石商―議案第七号 役員改選について

．全石商―議案第八号 次期通常総会開催地について

十、閉 会
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年度事業報告書について
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全石商―議案第二号

年度決算報告書について
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全石商―議案第二号()

財 産 目 録

年月日現在

一 資 産 の 部

科 目 摘 要 金 額

 流 動 資 産 円 円

. 現 金 ,

. 預 金 ,,

当座預金 みずほ銀行築地支店 口 ,

普通預金 みずほ銀行築地支店他 口 ,,

振替貯金 口 

. 受 取 手 形 ,

約束手形 通 ,

. 未 収 金 ,,

「ぜんせき」情報賦課金 件 ,,

「ぜんせき」購読料 件 ,

「ぜんせき」賛助金 件 ,,

石油製品販売業構造改善事業費補助金他 件 ,,

WEB ぜんせき購読料 件 ,

特集号委託費（農林漁業） 件 

その他未収金 件 

. 立 替 金 ,,

. 前 払 費 用 ,

流 動 資 産 計 ,,

 固 定 資 産 円 円

. 有 形 固 定 資 産

 機 械 装 置 

油面計 件 

 器 具 備 品 ,

web 会議用マイクスピーカーシステム他件 ,

有 形 固 定 資 産 計 ,

. 無 形 固 定 資 産

 電 話 加 入 権 ,,

（本×/)＋本 ,,

 ソフトウェア ,,

無 形 固 定 資 産 計 ,,

. 外部出資その他の資産 円 円

 差 入 敷 金 ,,

石油会館入居敷金 口 ,,

 差 入 保 証 金 口 ,

外部出資その他の資産計 ,,

固 定 資 産 計 ,,

資 産 合 計 ,,



――――

二 負 債 の 部

 流 動 負 債 円 円

. 未 払 金 ,,

機関紙発送費 件 ,,

機関紙印刷費 件 ,,

編集費 件 ,,

旅費交通費 件 ,

国庫補助事業費 件 ,,

海外調査費用 件 

その他の未払金 件 ,,

. 預 り 金 ,

国庫補助事業 件 

その他 件 ,

流 動 負 債 計 ,,

 固 定 負 債

. 役員退職慰労引当金 ,,

年度末引当額 ,,

固 定 負 債 計 ,,

負 債 合 計 ,,

三 正 味 資 産 の 部

 正 味 資 産 ,,
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全石商―議案第二号()

附 属 明 細 書

年月日から年月日まで

．固定資産の明細 （単位円）

資産の種類 期首残高 当期増加額 当期減少額 当期減価償却額 期末残高

機 械 装 置    ― 

器 具 備 品 ,   , ,

電 話 加 入 権 ,,   ― ,,

ソ フ ト ウ ェ ア ,,   ,, ,,

合 計 ,,   ,, ,,

．引当金の明細 （単位円）

資産の種類 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高

役員退職慰労引当金 ,, ,, ,, ,,

合 計 ,, ,, ,, ,,

．国庫補助事業（経済産業省資源エネルギー庁）に関する明細

収入の部 （単位円）

（科目）国庫補助金収入 金 額

自衛的燃料備蓄普及啓発事業 ,,

石油製品販売業構造改善対策事業

SS 承継（一般管理費負担分,円を含む） ,,

モデル構築（一般管理費負担分 ,円を含む） ,,

人材高度化 

次世代燃料供給体制構築支援事業

担い手 

災害ソフト・人材育成 ,,

環境対応型石油製品販売業支援事業 ,,

離島のガソリン流通コスト対策事業 ,,,

社会的重要インフラ自衛的燃料備蓄事業 ,,

合 計 ,,,

支出の部 （単位円）

（科目）国庫補助事業費 金 額

自衛的燃料備蓄普及啓発事業 ,,

石油製品販売業構造改善対策事業

SS 承継 ,,

モデル構築 ,,

人材高度化 ,

次世代燃料供給体制構築支援事業

担い手 

災害ソフト・人材育成 ,,

環境対応型石油製品販売業支援事業 ,,

離島のガソリン流通コスト対策事業 ,,,

社会的重要インフラ自衛的燃料備蓄事業 ,,

合 計 ,,,
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全石商―議案第二号()

貸 借 対 照 表

年月日現在

（一 資 産 の 部)

円

 【流動資産】

. 現 金 ,

. 当 座 預 金 ,

. 普 通 預 金 ,,

. 受 取 手 形 ,

. 未 収 金 ,,

. 立 替 金 ,,

. 前 払 費 用 ,

流 動 資 産 計 ,,

 【固定資産】

. 有 形 固 定 資 産

 機 械 装 置 

 器 具 備 品 ,

減 価 償 却 累 計 額 ▲,

有 形 固 定 資 産 計 ,

. 無 形 固 定 資 産

 電 話 加 入 権 ,,

 ソ フ ト ウ ェ ア ,,

無 形 固 定 資 産 計 ,,

. 外部出資その他の資産

 差 入 敷 金 ,,

 差 入 保 証 金 ,

外部出資その他の資産計 ,,

固 定 資 産 計 ,,

（二 負 債 の 部)

円

 【流動負債】

. 未 払 金 ,,

. 預 り 金 ,

. 前 受 金 

流 動 負 債 計 ,,

 【固定負債】

. 役員退職慰労引当金 ,,

固 定 負 債 計 ,,

負 債 合 計 ,,

（三 正 味 資 産 の 部)

 【正味資産】

. 基 本 金 ,,

. 積 立 金

特別積立金（実証事業) 

積 立 金 計 

. 当 期 未 処 分 剰 余 金 ,,

当 期 純 利 益 金 額 ,,

前 期 繰 越 剰 余 金 ,,

正 味 資 産 合 計 ,,

資 産 合 計 ,, 負債及び正味資産合計 ,,



――――

全石商―議案第二号()

損 益 計 算 書

年月日から年月日まで

費 用 の 部 収 益 の 部

円 円

（三 事 業 費 用 の 部) （一 事 業 収 益 の 部)

 事 業 費

. 経営革新支援事業費 ,,

（経営革新・次世代部会)

. 流 通 適 正 化 対 策 費 ,,

（経 営 部 会)

. 流通環境整備対策費 ,,

（政策環境･災害対策官公需部会)

. 対 外 広 報 事 業 費 ,,

（満タンプラス缶運動)

. 補 助 金 交 付 金 ,,

. 軽 油 特 別 交 付 金 ,,

. 教 育 情 報 事 業 費 ,,

. 会 議 費 ,,

. 関 係 団 体 負 担 金 ,,

. 創 立 記 念 事 業 費 ,,

. 広 報 事 業 費 ,,

. アスファルト事業費 ,

 購 読 料 収 入 ,,

 広 報 賛 助 金 収 入 ,,

 委 託 費 受 入 ,,

    会 費 ,,

事 業 収 益 合 計 ,,

（二 賦課金等収入の部)

 賦 課 金 収 入

. 一 般 賦 課 金 収 入 ,,

. 情 報 賦 課 金 収 入 ,,

. アスファルト賦課金収入 ,

賦 課 金 収 入 計 ,,

 負 担 金 受 入

. 教 育 情 報 費 受 入 ,,

. アスファルト補助金受入 ,,

負 担 金 受 入 計 ,,

事 業 費 合 計 ,, 賦課金等収入合計 ,,

事 業 総 利 益 金 額 ,,

（四 一般管理費の部)

 一 般 管 理 費

. 人 件 費

 役 員 報 酬 ,,

 員 外 監 事 報 酬 ,

 職 員 給 料 ,,

 退 職 給 付 費 用 ,,

 役員退職慰労引当繰入 ,,

 退 職 金 ,

 役 員 退 職 慰 労 金 ,

 法 定 福 利 費 ,,

 福 利 厚 生 費 ,,

人 件 費 計 ,,



――――

費 用 の 部 収 益 の 部

. 業 務 費

 新 聞 図 書 費 ,

 交 通 費 ,,

 通 信 費 ,,

 消 耗 品 費 ,,

 印 刷 費 ,,

 交 際 費 ,

 賃 借 料 ,,

 会 館 管 理 費 ,,

 車 輌 費 ,,

 コンピューター関係費 ,,

 事 務 手 数 料 ,,

 減 価 償 却 費 ,,

 雑 費 ,

業 務 費 計 ,,

. 諸 税 負 担 金

 租 税 公 課 ,,

諸 税 負 担 金 計 ,,

一 般 管 理 費 計 ,,

事 業 損 失 金 額 ▲,,

（六 事業外費用の部) （五 事業外収益の部)

 事 業 外 費 用

. 国 庫 補 助 事 業 費 ,,,

. 為 替 差 損 ,

. 雑 損 失 ,,

 事 業 活 動 分 担 金 受 入 ,,

 軽 油 特 別 協 力 金 収 入 ,,

 組 織 運 動 協 力 金 収 入 ,,

 会 費 収 入 ,,

5 国 庫 補 助 金 収 入 ,,,

6 固 定 資 産 税 受 入 ,

7 受 取 利 息

. 一 般 部 門 利 息 ,

. 広 報 事 業 部 門 利 息 ,

. アスファルト部門利息 

受 取 利 息 計 ,

8 雑 収 入 ,

事 業 外 費 用 合 計 ,,, 事 業 外 収 益 合 計 ,,,

経 常 損 失 金 額 ▲,,

（八 特 別 損 失 の 部) （七 特 別 利 益 の 部)

 特 別 損 失

. 固 定 資 産 除 却 損 
9 特 別 利 益

. 前 期 繰 越 金 戻 入

一 般 部 門 ,,

広 報 事 業 部 門 

ア ス フ ァ ル ト 部 門 ,

. 特 別 積 立 金 取 崩 

特 別 損 失 合 計  特 別 利 益 合 計 ,,

当 期 純 利 益 金 額 ,,

合 計 ,,, 合 計 ,,,



――――

全石商―議案第二号()の

貸 借 対 照 表

年月日現在

全石商一般部門

（一 資 産 の 部)

円

 【流動資産】

. 現 金 

. 当 座 預 金 ,

. 普 通 預 金 ,,

. 未 収 金 ,,

. 立 替 金 ,,

. 前 払 費 用 ,

流 動 資 産 計 ,,

 【固定資産】

. 有 形 固 定 資 産

 機 械 装 置 

 器 具 備 品 ,

減 価 償 却 累 計 額 ▲,

有 形 固 定 資 産 計 ,

. 無 形 固 定 資 産

 電 話 加 入 権 ,

 ソ フ ト ウ ェ ア ,,

無 形 固 定 資 産 計 ,,

. 外部出資その他の資産

 広 報 事 業 元 入 金 ,,

 差 入 敷 金 ,,

 差 入 保 証 金 ,

外部出資その他の資産計 ,,

固 定 資 産 計 ,,

（二 負 債 の 部)

円

 【流動負債】

. 未 払 金 ,,

. 預 り 金 

流 動 負 債 計 ,,

 【固定負債】

. 役員退職慰労引当金 ,,

固 定 負 債 計 ,,

負 債 合 計 ,,

（三 正 味 資 産 の 部)

 【正味資産】

. 基 本 金 （ ,,)

. 積 立 金

特別積立金（実証事業) （ )

積 立 金 計 

. 当 期 未 処 分 剰 余 金 （ ,,)

当 期 純 利 益 金 額 ,,

前 期 繰 越 剰 余 金 ,,

正 味 資 産 合 計 ,,

資 産 合 計 ,, 負債及び正味資産合計 ,,



――――

損 益 計 算 書

年月日から年月日まで

全石商一般部門

費 用 の 部 収 益 の 部

円 円

（二 事 業 費 用 の 部) （一 賦課金等収入の部)
 事 業 費

. 経営革新支援事業費 ,,
（SS 経営革新･次世代部会)

. 流 通 適 正 化 対 策 費 ,,
（経 営 部 会)

. 流通環境整備対策費 ,,
（政策環境･災害対策官公需部会)

. 対 外 広 報 事 業 費 ,,
（満タンプラス缶運動)

. 補 助 金 交 付 金 ,,
. 軽 油 特 別 交 付 金 ,,
. 教 育 情 報 事 業 費 ,,
. 会 議 費 ,,
. 関 係 団 体 負 担 金 ,,
. 創 立 記 念 事 業 費 ,,

 賦 課 金 収 入
. 一 般 賦 課 金 収 入 ,,

事 業 費 合 計 ,, 賦課金等収入合計 ,,

事 業 総 損 失 金 額 ▲,,

（三 一般管理費の部)
 一 般 管 理 費

. 人 件 費
 役 員 報 酬 ,,
 員 外 監 事 報 酬 ,
 職 員 給 料 ,,
 退 職 給 付 費 用 ,,
 役員退職慰労引当繰入 ,,
 退 職 金 ,
 役 員 退 職 慰 労 金 ,
 法 定 福 利 費 ,,
 福 利 厚 生 費 ,,
人 件 費 計 ,,

. 業 務 費
 新 聞 図 書 費 ,
 交 通 費 ,,
 通 信 費 ,,
 消 耗 品 費 ,,
 印 刷 費 ,,
 交 際 費 ,
 賃 借 料 ,,
 会 館 管 理 費 ,,
 車 輌 費 ,,
 コンピューター費 ,,
 事 務 手 数 料 ,,
 減 価 償 却 費 ,,
 雑 費 ,
業 務 費 計 ,,

. 諸 税 負 担 金
 租 税 公 課 ,,
諸 税 負 担 金 計 ,,

一 般 管 理 費 合 計 ,,

事 業 損 失 金 額 ▲,,



――――

費 用 の 部 収 益 の 部

（五 事業外費用の部) （四 事業外収益の部)
 事 業 外 費 用

. 国 庫 補 助 事 業 費 ,,,
. 為 替 差 損 ,
. 雑 損 失 ,,

 事 業 活 動 分 担 金 受 入 ,,
 軽 油 特 別 協 力 金 収 入 ,,
 組 織 運 動 協 力 金 収 入 ,,
 会 費 収 入 ,,
 国 庫 補 助 金 収 入 ,,,
 固 定 資 産 税 受 入 ,
 受 取 利 息 ,
 雑 収 入 ,

事 業 外 費 用 合 計 ,,, 事 業 外 収 益 合 計 ,,,

経 常 損 失 金 額 ▲,,

（五 特 別 損 失 の 部) （四 特 別 利 益 の 部)
 特 別 損 失

. 固 定 資 産 除 却 損 
 特 別 利 益

. 前 期 繰 越 金 戻 入 ,,
. 特 別 積 立 金 取 崩 

特 別 損 失 合 計  特 別 利 益 合 計 ,,

当 期 純 利 益 金 額 ,,

合 計 ,,, 合 計 ,,,



――――

全石商―議案第二号()の

貸 借 対 照 表

年月日現在

全石商広報事業部門

（一 資 産 の 部)

円

 【流動資産】

. 現 金 ,

. 普 通 預 金 ,,

. 立 替 金 

. 受 取 手 形 ,

. 未 収 金 ,,

流 動 資 産 計 ,,

 【固定資産】

. 無 形 固 定 資 産

 電 話 加 入 権 ,,

無 形 固 定 資 産 計 ,,

固 定 資 産 計 ,,

（二 負 債 の 部)

円

 【流動負債】

. 未 払 金 ,,

. 預 り 金 ,

流 動 負 債 計 ,,

負 債 合 計 ,,

（三 正 味 資 産 の 部)

 【正味資産】

. 元 入 金 （ ,,)

. 当 期 未 処 分 剰 余 金 （ ,,)

当 期 純 利 益 金 額 ,,

前 期 繰 越 剰 余 金 ,,

正 味 資 産 合 計 ,,

資 産 合 計 ,, 負債及び正味資産合計 ,,



――――

損 益 計 算 書

年月日から年月日まで

全石商広報事業部門

費 用 の 部 収 益 の 部

円 円

（三 事 業 費 用 の 部) （一 事 業 収 益 の 部)
 事 業 費

. 機 関 紙 印 刷 費 ,,

. 機 関 紙 発 送 費 ,,

. 取 材 費 ,,

. 編 集 費 ,,

.    関 係 費 ,,

. 営 業 費 ,,

. 会 議 費 ,,
事 業 費 合 計 ,,

事 業 総 利 益 金 額 ,,

 購 読 料 収 入 ,,

 広 報 賛 助 金 収 入 ,,

 委 託 費 受 入 ,,

    会 費 ,,
事 業 収 益 合 計 ,,

（二 賦課金等収入の部)

 情 報 賦 課 金 収 入 ,,

 負 担 金 受 入 ,,
賦課金等収入合計 ,,

（四 一般管理費の部)

 一 般 管 理 費

. 人 件 費

 役 員 報 酬 ,,

 員 外 監 事 報 酬 ,

 職 員 給 料 ,,

 退 職 給 付 費 用 ,,

 役員退職慰労引当繰入 ,

 退 職 金 ,

 法 定 福 利 費 ,,

 福 利 厚 生 費 ,,

人 件 費 計 ,,
. 業 務 費

 新 聞 図 書 費 ,

 交 通 費 ,,

 通 信 費 ,,

 消 耗 品 費 ,

 印 刷 費 ,,

 交 際 費 ,

 賃 借 料 ,,

 会 館 管 理 費 ,,

 車 輌 費 ,,

 コンピューター費 ,,

 事 務 手 数 料 ,,

 減 価 償 却 費 

 雑 費 ,
業 務 費 計 ,,

. 諸 税 負 担 金

 租 税 公 課 ,,

諸 税 負 担 金 計 ,,

一 般 管 理 費 合 計 ,,

事 業 利 益 金 額 ,,



――――

費 用 の 部 収 益 の 部

（六 事業外費用の部) （五 事業外収益の部)

 事 業 外 費 用

 雑 損 失 ,

 事 業 外 収 益

 受 取 利 息 ,

 雑 収 入 

事 業 外 費 用 合 計 , 事 業 外 収 益 合 計 ,

経 常 利 益 金 額 ,,

（七 特 別 利 益 の 部)

 特 別 利 益

 前 期 繰 越 金 戻 入 

特 別 利 益 合 計 

当 期 純 利 益 金 額 ,,

合 計 ,, 合 計 ,,



――――

全石商―議案第二号()の

貸 借 対 照 表

年月日現在

全石商アスファルト部門

資 産 の 部

円

 【流動資産】

. 現 金 

. 普 通 預 金 ,,

流 動 資 産 計 ,,

 【固定資産】

. 無 形 固 定 資 産

 電 話 加 入 権 ,

無 形 固 定 資 産 計 ,

固 定 資 産 計 ,

負 債 の 部

円

 【流動負債】

流 動 負 債 計 

負 債 合 計 

（三 正 味 資 産 の 部)

 【正味資産】

. 当 期 未 処 分 剰 余 金 ,,

当 期 純 利 益 金 額 ,

前 期 繰 越 剰 余 金 ,,

正 味 資 産 合 計 ,,

資 産 合 計 ,, 負債及び正味資産合計 ,,



――――

損 益 計 算 書

年月日から年月日まで

全石商アスファルト部門

費 用 の 部 収 益 の 部

円 円

（二 事 業 費 用 の 部) （一 賦課金等収入の部)

 事 業 費

. 環 境 整 備 対 策 費 ,

. 会 議 費 ,

 賦 課 金 収 入 ,

 負 担 金 受 入 ,,

事 業 費 合 計 , 賦課金等収入合計 ,,

事 業 総 利 益 金 額 ,,

（三 一般管理費の部)

 一 般 管 理 費

. 業 務 費

 新 聞 図 書 費 ,

 通 信 費 ,

 消 耗 品 費 ,

 印 刷 費 ,

 交 際 費 

 賃 借 料 ,

 会 館 管 理 費 ,

 コンピューター費 ,,

 雑 費 ,

業 務 費 計 ,,

一 般 管 理 費 合 計 ,,

事 業 損 失 金 額 ▲,

（四 事業外収益の部)

 受 取 利 息 

事 業 外 収 益 合 計 

経 常 損 失 金 額 ▲,

（五 特 別 利 益 の 部)

 前 期 繰 越 金 戻 入 ,

特 別 利 益 合 計 ,

当 期 純 利 益 金 額 ,

合 計 ,, 合 計 ,,



――――

全石商―議案第二号()の

一 般 管 理 費 配 賦 表

年月日から年月日まで

（単位円）

部 門

科 目
一 般 部 門

広 報 事 業

部 門

アスファルト

部 門
計

. 人 件 費

 役 員 報 酬 ,, ,, ― ,,

 員 外 監 事 報 酬 , , ― ,

 職 員 給 料 ,, ,, ― ,,

 退 職 給 付 費 用 ,, ,, ― ,,

 役員退職慰労引当繰入 ,, , ― ,,

 退 職 金 , , ― ,

 役 員 退 職 慰 労 金 , ― ― ,

 法 定 福 利 費 ,, ,, ― ,,

 福 利 厚 生 費 ,, ,, ― ,,

人 件 費 計 ,, ,,  ,,

. 業 務 費

 新 聞 図 書 費 , , , ,

 交 通 費 ,, ,, ― ,,

 通 信 費 ,, ,, , ,,

 消 耗 品 費 ,, , , ,,

 印 刷 費 ,, ,, , ,,

 交 際 費 , ,  ,

 賃 借 料 ,, ,, , ,,

 会 館 管 理 費 ,, ,, , ,,

 車 輌 費 ,, ,, ― ,,

 コンピューター関係費 ,, ,, ,, ,,

 事 務 手 数 料 ,, ,, ― ,,

 減 価 償 却 費 ,,  ― ,,

 雑 費 , , , ,

業 務 費 計 ,, ,, ,, ,,

. 諸 税 負 担 金

 租 税 公 課 ,, ,, ― ,,

諸 税 負 担 金 計 ,, ,,  ,,

合 計 ,, ,, ,, ,,
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全石商―議案第二号()

剰 余 金 処 分 (案)

自 年月日
至 年月日

円 円

 当 期 未 処 分 剰 余 金

 当 期 純 利 益 金 額 ,,

 前 期 繰 越 剰 余 金 ,, ,,

 剰 余 金 処 分 額

 次 期 予 算 へ の 繰 入 ,, ,,

 次 期 繰 越 剰 余 金 ,,
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全石商―議案第二号()

監 査 報 告 書

中小企業団体の組織に関する法律第条の第項において準用する中小

企業等協同組合法第条第項により、組合から受領した年度財産目

録、貸借対照表、損益計算書、剰余金処分案及び事業報告書を監査した。

．監査の方法の概要

決算関係書類及び事業報告書の監査のため、会計に関する帳簿、書類を

閲覧し、計算書類について検討を加え、必要な実査、立会、照合及び報告

の聴取、理事会議事録の閲覧、重要な事業の経過報告の聴取その他通常と

るべき必要な方法を用いて調査した。

．監査結果の意見

 財産目録、貸借対照表、損益計算書は、組合の財産及び損益の状況の

すべての重要な点において適正に表示している。

 剰余金処分案は、法令及び定款に適合している。

 事業報告書は、法令及び定款に従い、組合の状況を正しく示している。

年月日

全 国 石 油 商 業 組 合 連 合 会

監 事 内 藤 英 一 ◯印

〃 吉 原 愼 吾 ◯印

〃 和 氣 光 ◯印
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独 立 監 査 人 の 監 査 報 告 書

年月日

全国石油商業組合連合会

代表理事・会長 森 洋 殿

公認会計士 服部真介事務所

公認会計士 服 部 真 介 ◯印

私は、「特別の法律により設立された法人の運営に関する指導監督基準（年月日閣議決

定）」に基づく監査証明を行うため、全国石油商業組合連合会の年度（年月日から

年月日まで）の下記の決算関係書類について監査を行った。

記

．財産目録

．貸借対照表（総括表、一般部門、広報事業部門、アスファルト部門)

．損益計算書（総括表、一般部門、広報事業部門、アスファルト部門)

．剰余金処分案

この計算書類の作成責任者は理事者にあり、私の責任は独立の立場から決算関係書類に対する

意見を表明することにある。

私は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査

の基準は私に、決算関係書類に重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求

めている。監査は、試査を基礎として行われ、理事者が採用した会計方針及びその適用方法並び

に理事者によって行われた見積りの評価も含め全体として決算関係書類の表示を検討することを

含んでいる。私は、監査の結果として意見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。

私は、上記の決算関係書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる組合の会計の基準

に準拠して、全国石油商業組合連合会の年月日現在の財政状態及び同日をもって終了す

る会計年度の損益の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

私と全国石油商業組合連合会との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上
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全石商―議案第三号

年度事業計画(案)について
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全石商―議案第三号

年度 事業計画(案)

【スローガン】

― 組合活動を通じて経営を改革しよう ―

○安心安全のための SS ネットワークを強化しよう

○持続可能な SS 運営の実現に向け適正利益を確保し明日の変化に
備えよう

〇公正で公平な取引環境の実現を目指そう

○将来の合成燃料を見据え、カーボンニュートラル等の環境変化に
対応した SS 経営革新を図ろう

〇機関紙・共同事業を積極的に活用し経営基盤を強化しよう

〇地域を守る「災害協定・官公需の一体化」と「満タン灯油プラ
ス缶運動」を推進しよう

【事業活動の基本方針】

世界の経済・エネルギー情勢はいっそう混迷・複雑化の度合いを深めているかの様相で

す。

年月日のロシアによるウクライナ侵攻から年か月を経過するも戦火の終焉

はいまだ見えない状況です。加えて、年月日、パレスチナ自治区のイスラム組織

ハマスがイスラエルを攻撃し、これを受けてイスラエルがハマスの拠点であるガザ地区に

報復攻撃を行うなど中東情勢も緊迫化しており、こうした地政学リスクの高まりを受け、

我が国としても、エネルギー安全保障への対応強化が求められています。

ドバイ原油価格は、年前半は～ドル/バレル前後で推移していましたが、同年

月～月にはサウジ自主減産の延長やイスラエルとハマスの抗争などもありドル/バ

レルを超えましたが、年月～月にかけては、～ドル/バレルで推移していま

す。

一方、為替（米ドル対円相場）は年月平均は円/ドルでしたが、月平均で

円/ドルを超え、本年月平均では円/ドルとなり、円安傾向に歯止めがかからず、
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その結果、円ベースの原油価格も上昇し、激変緩和補助金がなければ、ガソリン小売価格

は円/L を超える状況もしばしば現出しました。

〔SS ネットワークの維持強化は経済安保の観点からも重要〕

岸田文雄総理大臣は年月日の記者会見で、「エネルギー安全保障が確保され、

脱炭素につながり、国内で稼ぐ力を強くするエネルギー構造に転換していくための国家戦

略の実行が不可避です。今後、年度中をめどとするエネルギー基本計画改定に向け

て、議論を集中的に行います。」と述べました。

年カーボンニュートラルにおいても、やはり、我が国のエネルギー政策は、安全性

（Safety）の下、安定供給（Energy Security）、経済効率性（Economic Efficiency）、環境

適合（Environment）の「S＋E」を原則として進めていくべきであり、現下のような不

確実な状況をみれば、EV 一辺倒はあまりにもリスクであり、やはり我が国のエネルギー

政策は「S＋E」を基軸にしたエネルギーベストミックスで進めていくべきと考えます。

菅義偉前総理大臣が、「年カーボンニュートラル宣言」（年月日）、「年

新車販売で電動車方針」（年月日）を表明してから年半が経ちます（

年月現在）。

我々石油販売業界は、政府による石油需要の減少を強制的に強いられる厳しい状況にあ

りながらも、日々石油製品の安定供給に努めているとともに、災害時には「最後の砦」と

しての役割を果たしています。そして、全国約,万台の内燃機関自動車が走る限り、

石油製品の安定供給に努めていくことが期待されています。

本年月日に発災した能登半島地震においても、当該地域の石油販売業者や SS スタ

ッフは自らが被災しながらも、政府による燃料供給要請などに対して、自家発電機を稼働

しながら給油を行ったり、あるいは道路が損傷している中にあってもローリーを運転して

避難所への灯油や移動電源車への軽油配送などに懸命に努めました。

こうした SS 事業者による「最後の砦」としての機能が十分発揮された結果、液体で可

搬性に優れる石油の重要性が改めて再認識されるとともに、SS ネットワークを維持して

いくことは、災害時に加え、国のリスク対策を含めた経済安保の観点からも重要と考えま

す。

ついては、次期「エネルギー基本計画」の策定にあたっては、SS 業界の「最後の砦」

としての機能や地域における「社会インフラ」としての役割を踏まえつつ、今後とも、

SS ネットワークの維持強化の重要性をふまえて策定されることを求めたいと思います。

〔物価上昇分を超える賃上げ等を目指した採算販売の呼びかけ〕

ご案内の通り、政府では、「物価上昇率を上回る賃上げ」の実現を目指しています。長

年続いたデフレ構造から新しい経済ステージへと移っていくまたとないチャンスを迎えて

います。

連合によれば、今年の春闘での賃上げ率は、年以来年ぶりとなる超え（.

）という賃上げが実現していますが、これはあくまでも大企業中心であって、この賃上

げの波をいかに、中小企業にまで拡大するかが問われています。

石油販売業界においても、人手不足や人材流出を防ぐ意味からも賃上げは急務の課題で
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すが、年カーボンニュートラル政策もあり、高卒や大卒の若者は石油業界への就職に

二の足を踏んだり、さらには、依然として量販を志向する一部 SS 業者による廉売行為に

より、周辺の SS 業者を巻き込んだ不毛な安売り競争の結果、組合員 SS 業者の多くは低

収益経営を余儀なくされ、賃上げの原資を市場から求めるには程遠い状況にあります。

人手不足が深刻化する中で賃上げの取組みが遅れれば、人材確保はさらに厳しくなり、

人材流出が進めば、SS ネットワーク崩壊の危機につながりかねない状況です。

このため、全石連では、ガソリン粗利益率と賃上げ以上の同時実現を目指した

採算販売の重要性を、全国の組合員に呼びかけており、森全石連会長が先頭に立って、石

油元売会社及び販売子会社、エネルギー商社等を直接訪問するなどして理解醸成に努めま

した。

〔燃料油価格激変緩和事業の出口戦略〕

燃料油価格激変緩和事業については、年月日に初めて、.円/L が石油元売と

輸入業者に支給されました。その後、支給対象期間は累次にわたって延長されてきてお

り、また、補助上限額（円/L 当たり）についても、何度も見直しが行われました。

昨年月日に閣議決定された『デフレ完全脱却のための総合経済対策』において、

「エネルギー価格の上昇を踏まえ、年月に緊急措置として同年内まで措置を講じて

いるところ、…（中略）…緊迫化する国際情勢及び原油価格の動向など、経済やエネルギー

をめぐる情勢等を見極め、柔軟かつ機動的に運用しつつ、措置を年月末まで講ず

る。」とされました。

さらには同年月日、齋藤健経済産業大臣が記者会見に行い、「ガソリン等の燃料油

については、中東情勢の緊迫化等を背景とした今後の価格高騰リスク等や様々な経済情勢

を見極めるため、一定期間延長する。」ことを発表しました。なお具体的な延長期間につ

いては現在のところ示されておりません。（年月日現在）

全石連では、燃料油価格激変緩和対策事業の出口戦略に関する要望書を月日、齋藤

経産大臣に提出しました。その要点は、以下の点です。

・補助事業の終了もしくは延長については、政府広報やマスメディア等への周知を通し

て、時間的余裕を持った早期の情報提供と周知徹底を行うこと。

・現行の制度のまま終了すると大きな価格差が生じ、流通現場が混乱する恐れがあること

から、補助事業を終了する場合には、ソフトランディングできる出口戦略を策定するこ

と。

全石連では、年度においても、先行きが見通せない中にあっても、平時のみならず

災害時においても石油製品の安定供給に努め、国民の「命」と「暮らし」を守るエネルギー

供給拠点の最後の砦としての「矜持」と「自信」を持ちながら前に向かって歩を進めてい

きたいと思います。

次の項目のスローガンのもとに、全国の組合員の経営改革をサポートしてまいります。

○安心安全のための SS ネットワークを強化しよう

SS 業界は、地震・豪雨・豪雪などによる災害時において復旧・復興に欠かせない石油

製品の安定供給を担っています。こうした災害時には、分散型エネルギーである石油の特
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性を活かし、その安定供給を通じて、地域住民の「命」と地域社会の「安全」を守り続け

てきた SS の災害支援活動が高く評価されています。

このように、SS は平時・災害時を問わず、エネルギー拠点の「最後の砦」として、国

民生活や経済活動に欠かせない石油製品の安定供給を確保していくという地域の「社会イ

ンフラ」として、地域社会になくてはならない重要な拠点となっています。

政府は年月の東日本大震災を教訓に、警察や消防などの緊急車両への燃料供給

や、病院・避難所等の重要施設向けの燃料配送機能を備えた「中核 SS」と「小口燃料配

送拠点」の整備を行いました。また、年月の熊本地震では、非常用自家発電設備を

備えた SS が、被災地が停電に見舞われる中、いち早く非常用自家発電設備を稼働させ、

被災地の復旧・復興に大きく貢献したことから、災害時に地域住民らの燃料供給の拠り所

となる「住民拠点 SS」の整備を行ってきました。この結果、住民拠点 SS は、年

月末時点で全国の SS 数の約半数を占める,ヵ所が設置されております。

一方、近年、国内で発生している地震や豪雨、豪雪などによる災害は多様化し、そして

激甚化・頻度化するなど、災害へのリスクが高まる中、石油製品の安定供給確保を担う

SS は、ピークの,ヵ所（年度末）から,ヵ所（年度末）と半数以下に

減少しています。

また、少子高齢化の進展や人口減少など社会構造の変化による、石油製品の需要減少や

過当競争の激化に加え、政府は年月に『年カーボンニュートラル』を宣言する

とともに、翌年月には、運輸部門のカーボンニュートラル化を目指す『年新車

販売で電動車方針』を打ち出すなど、こうした政府のカーボンニュートラル政策に

より、SS 業界は、強制的にガソリン等の内需減少を強いられることにより、SS 経営の悪

化など、死活問題に直面する恐れが出てきております。さらに、地政学リスクの高まりや

OPEC プラスなど産油国による自主減産などによる原油価格の高止まりや、円安ドル高

による国内石油製品価格の高騰などによって、コスト転嫁が追い付かず、SS 業界全般の

低収益体質が顕在化しており、とりわけ経営基盤がぜい弱な過疎地や離島地域の SS にお

いては、経営存続への危機感が高まっています。

このような中にあっても、全石連では、国土強靭化の観点から、平時・災害時を問わ

ず、地域住民らの「命」と「暮らし」を守る SS の石油製品の安定供給拠点としての社会

的使命を堅持していくため、「地域のコミュニティインフラ化」「総合エネルギー拠点化」

「多角化・多機能化」など、SS の事業再構築を後押ししていくとともに、自動車関連サー

ビス等を継続するための安心安全のための SS ネットワークを維持し、引き続き、地域に

おける「社会インフラ」として存続できるよう努めてまいります。また、平時・災害時と

問わず、エネルギー供給の「最後の砦」となる SS の燃料供給拠点としての負託に応えら

れるよう、従業員の災害対応訓練を含めた SS の災害対応力の強化にも取り組んでまいり

ます。

○持続可能な SS 運営の実現に向け適正利益を確保し明日の変化に備
えよう

政府による『年新車販売で電動車方針』の表明後、SS 業界は大きな転換期を

迎えています。加えて、地政学リスクは高まり、ロシアによるウクライナ侵攻が長期化す

る中で、パレスチナ・イスラエル戦争による中東情勢の悪化し、原油相場を非常に不安定
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にしています。為替もドル高の影響を強く受け、年月以来年ぶりの円安を記録す

るなど、エネルギー情勢は全く楽観視できない状況です。

内需をみれば、資源エネルギー庁の石油製品需要見通し（年月日公表）におい

て、今後年間（年度）で、年平均でガソリンは.減、灯油.減、軽油

.減とされています。SS 関連の油種における需要減少は止まりません。一方で、最

大の脅威のつである EV 化の波はまだ本格化しておらず、乗用車の新車販売に占める

EV 比率は、年の新車販売（軽を含む）のうち.に止まっています。

こうした中、経営部会では『～持続可能な SS 運営の実現に向けて～ 適正利益を確保

し、明日の変化に備えよう』という標語を掲げ、石油販売業界においても一般小売業並み

の粗利率を確保することを目指し、都道府県石油組合を通じて全国の組合員に採算販売

の堅持を訴えています。不確定要素が多い状況ですが、将来的にどの様な変化が訪れても

対応できる強靭な経営体質を実現することが大事です。全国津々浦々に毛細血管のように

分散して広がり、安定供給を支える SS ネットワークを維持するため、あらゆる活動を展

開していきます。

具体的には、燃料油の内需減の中で起きている様々な事業環境変化（原油高騰、人手

不足、人件費など等各種コストアップ、クルマの変化等）に備えた健全経営の推進。元

売・販売業者間の連携推進をもとにしたサプライチェーンの維持や適正市場の構築、さら

に発券店値付けカードの適正化に向けた支援活動の実施等です。

また、今後の人口減少等を受け、SS 過疎地の増加が懸念されます。地方自治体に SS

がか所以下となった「SS 過疎地」は年間でか所増加しか所（年月末時

点）となりました。実に、全国,自治体数の割（約）が SS 過疎地に該当して

おります。

SS 過疎地対策については、それぞれの SS や立地する地域の実情に合わせ、社会イン

フラとしての機能維持に向けた取組を強化していくことが重要であり、地方自治体のイニ

シアティブにより SS ネットワークを維持・確保するための方策の検討が必要であると考

えます。このため、地元自治体と販売業者との積極的な情報交換による実情把握、過疎債

の活用によるランニングコスト支援など、SS 過疎地や離島等におけるネットワーク維持

策について多方面から取り組んでまいります。

〇公正で公平な取引環境の実現を目指そう

巨大資本である大手流通業者の SS 新設が続々と浮上しています。年度には店

舗、さらに年度以降にはもう店舗の新設が予定されております。前述の通り、今

後、石油需要のさらなる減少が予測されており、中小 SS が大半を占める SS ネットワー

クの瓦解が進むことが懸念されます。

そうした中、公正取引委員会は年月、「ガソリン不当廉売ガイドライン」を年

ぶりに改定し、改定ガイドラインに即した取組の結果、年月に三愛リテールサービ

ス株式会社に警告が出しましたが、警告はこの回に止まっています。加えて、大規模事

業者の廉売に対する厳正な対処、繰り返し注意を受けた事業者に対する重点的フォローア

ップ調査の実施等により注意の実効性を高める取組を行うとしておりますが、注意を繰り

返し受けても廉売行為をやめない事業者が散見され、注意の効果に対する疑義が高まって

います。



――――

また、総販売原価を下回ると疑われる廉売行為は依然として多いことから、全国の石油

組合・組合員に対して不当廉売が疑われる廉売事案を積極的に申告するよう促すととも

に、公取委に対しても引き続き実効性ある事案処理を求めていきます。

さらに、議連・SS 利活用 PT では、現状の不当廉売規制において実効性が上がらない

場合を見据えて、新たな立法化等を視野にいれた「新しい枠組み」による実効性確保策に

ついて検討することになっています。引き続き、経営部会を中心に油政連とも連携して、

公正・公平な市場環境の構築のための厳正な対応を要望してまいります。

石油関係税制問題については、年月に決定した年度与党税制改正大綱におい

て、石油業界が訴えてきた「これ以上の石油増税には絶対反対（炭素税等の新税の創設は

絶対反対）」、「地球温暖化対策税の引き上げ（石油石炭税への上乗せ）には絶対反対」に

ついては明記されませんでした。また、税制としてのカーボンプライシングについては明

記されなかったものの、税制改正の基本的な考え方の中でカーボンニュートラル実現に向

けた取り組みに関して、「企業・個人を含めあらゆる行動主体が脱炭素を選好する社会を

構築することが必要不可欠であり、グリーン社会の実現にかかる利益の享受とともに必要

な負担も国民全体で分かち合うといった視点が重要であることにも留意する」との記載が

されており、カーボンプライシングに関する議論について引き続き注視が必要な状況とな

っていることから、政策・環境部会では、今年度も石油関係諸税のあるべき姿の実現に向

け、必要な要望活動を行ってまいります。

また、政府の年の温暖化ガス排出実質ゼロの実現のために導入される「GX 経済移

行債」の財源としての「化石燃料賦課金」については、「賦課金」という名の下で“実質

増税”が行われようとしていることから、今後とも注視していく必要があります。

電気自動車（EV）や水素・燃料電池自動車等の自動車用エネルギー・燃料に対する課

税公平性の実現についても、EV 等との受益と負担の関係も含め、課税のあり方につい

て、引き続き必要な要望活動を行ってまいります。

○将来の合成燃料を見据え、カーボンニュートラル等の環境変化に対
応した SS 経営革新を図ろう

政府の『年新車販売で電動車方針』により強制的に燃料油需要が減少してい

く中にあっても、SS は、第次エネルギー基本計画（年月日閣議決定）で明記

されたとおり、「石油製品の供給を担う重要かつ不可欠な社会インフラ」として、さらに

は、災害時の「最後の砦」として、全国約,万台の内燃機関自動車が走る限り、石油

製品の安定供給に努めていくことが期待されています。

このため、全石連では、石油製品の内需の減少やカーボンニュートラル等の環境変化に

対応した SS 経営革新を図る観点から、今後、SS が目指す「つの方向性」として、

自動車のパワートレインの多様化に対応した「総合エネルギー拠点化」、流通・物流、

生活・行政サービス、防災・エネルギー等、さまざまな機能融合による地域のサービス拠

点化としての「地域コミュニティインフラ拠点化」、多種多様化する消費者ニーズを追

求し、モビリティ関連事業に留まることなく様々なサービスを提供する「多機能化（マル

チファンクション SS）」、異業種や同業者とのコラボレーションや過疎地等における SS

継続策としての「協業化・経営統合・集約化・公設民営化」、SS 設備の老朽化や地域

ニーズに応じて他業種に進出する「事業・業種転換」、そして、これらの「つの方向性」
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を加速させるための「DX（デジタル・トランスフォーメーション）の積極的な活用・推

進」を示しました。

この SS が目指す「つの方向性」を軸に、多様化する消費者ニーズに対応しつつ、石

油販売業界の大勢を占める中小 SS の視点に立脚した組合員の経営基盤強化につながる新

たなビジネスモデルの策定に向け、SS 経営革新・次世代部会等で議論・検討し、全国の

石油組合や関係機関などに提言するとともに、そうした新たなビジネスモデルが消防法規

制等の壁に当たった場合には、安全確保を大前提として、必要な規制緩和等を要望してま

いります。

一方、国は、合成燃料の早期商用化・実用化に向け、年月、合成燃料の供給者、

需要者、行政機関で構成する「合成燃料（efuel）官民協議会」及び「商用化推進 WG」、

「環境整備 WG」を立ち上げ、技術面や価格面等の合成燃料の導入促進に向けた総合的な

検討を始めました。

全石連では、官民協議会及び各 WG 会合に委員として参画し、合成燃料は液体燃料で

あり可搬性・貯蔵性に優れていることから災害時においても有用であること、SS 設備が

そのまま使用できることから SS ネットワーク維持の観点からも適切であること、中古車

を含めた全ての自動車のカーボンニュートラルを達成できることなど、合成燃料のメリッ

トを説明し、併せて、合成燃料の早期実用化を促すため、合成燃料の技術開発支援（海外

の大量安価なグリーン水素調達や大規模実証事業・製造設備等への大規模投資等の支援を

含む）及び合成燃料の社会実装化のタイミングで、合成燃料の商用化普及のための値差補

助の実施（EV 普及の補助金と同趣旨）を要望しています。

他方、EV シフトを巡っては、年に入り、「英国が内燃機関車の新車販売禁止時期

を年から年に後倒し」、「欧州連合（EU）が合成燃料内燃機関車の販売を年

以降も容認」、「テスラが米欧などで値下げ」といった EV シフトに対するネガティブな動

きが相次いでいます。また、欧州では補助金制度縮小による EV 市場の縮小が起こり、先

行きに対する懸念が広がっているほか、中国が欧州への EV 輸出を積極化し、欧州 EV 市

場でのシェアが急上昇するなど、中国の EV 攻勢に対する警戒感が広がっています。これ

までの EV 一辺倒の流れにブレーキが掛かる一方で、合成燃料の早期の商用実用化による

内燃機関車の活用に期待感が高まっています。

合成燃料については、その商用実化に向けた実証事業が緒に就いた段階ですが、石油販

売業界の期待も大きいことから、引き続き早期実用化に向けた各種要望活動を行ってまい

ります。

○機関紙、共同事業を積極的に利用し経営基盤を強化しよう

機関紙「ぜんせき」は本年度も、広報部会において、「紙面の充実」、「全組合全員購読

達成」、「『ぜんせき web』の内容充実と会員数拡大」、「広報事業部門の健全な事業基盤確

立及び効率的な運営」を事業としての本柱に全力を投入してまいります。

特に「紙面の充実」につきましては、「全石連及び組合活動の周知」「石油販売業者の経

営改善支援」「石油販売業界の主張の開示と共有」「消費者向け広報」など、機関紙本来の

使命を重視した記事掲載に努めます。

また、全員購読（以上）未達成の組合に対しましては、引き続き様々な機会を捉

えて購読促進を働き掛けるとともに、ターゲットを絞り込んだ試読紙の配布など、より効
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果的な購読促進策を実施することで購読率の向上に努めてまいります。さらに購読の底上

げを図るべく、一般購読者の開拓や全員購読組合に対しての一層の購読率向上の方策を探

ることにしております。

「ぜんせき web」につきましては、これまで、第に速報性と情報量、第に読者との

相互情報共有、第に動画配信を活用した周知活動を展開し活動を続けてまいります。

広報事業部門収支は、物価高騰による諸経費の値上がり、購読部数や広告クライアント

の減少など収入面において厳しい状況が続いています。引き続き事業費の支出抑制に努め

る一方、賛助金収入の拡大を目的とした新規広告の獲得に取り組みます。さらに、紙面作

成の効率化を目的に、「組版システム」が本格稼働したことを機に、さらにコスト削減、

労働効率の拡充を実現し、紙面の拡充に努めるべく、カラー面の増強などを行い、今後も

安定的な新聞作成に注力してまいります。

共同事業担当の共同事業部会では、共同購買事業、共済事業、保険斡旋事業及びガソリ

ンのギフト券事業の積極的な利用を促すとともに、適正な事業運営に努めています。

共同購買事業は、洗車用タオル、ロール紙、洗車用タオル用専用洗剤、洗車機ケミカ

ル、リサイクルトナー等の各種商品について、大量購入を前提とした価格交渉によって良

質な商品を低廉な価格で提供できるようにすることにより、SS 運営コストの削減を支援

してまいります。また、引き続き組合員のニーズにあった商品やサービスの提供、情報収

集に努めます。

共済事業及び保険斡旋事業では、SS 運営に係るリスクをカバーする SS 総合共済、賠

償責任共済と自家共済でカバーされない補償を保険会社が設計した各種保険商品を有効的

に組み合わせてリスクを最小化することで、組合員の経営安定化をサポートいたします。

SS の行うサービスの提供に付随するリスクに対応できる既存保険商品の補償内容改善の

取組、従業員の安心をサポートする中型生命グループ保険、安心医療保険、SS パートア

ルバイト傷害プランの提供、組合が実施する官公需共同受注事業に係る賠償リスクを補償

対象とした官公需賠償責任保険の加入を組合に提案してまいります。本年度は新たに「あ

んしん取引・マスター」（取引信用保険）の募集を開始いたします。

年度は松山市において「SS ビジネス見本市」を予定しております。昨年度以上の

来場者数を見込み準備を整えているところです。本年度は「アイテムえひめ」にて開催致

します。本年度は昨年度より社ブース増の社ブースの企業団体の出展を見込んで

おります。ご来場いただく組合員の皆様に、業界の最新機器や新たな事業開拓へのヒント

となる展示会を目指し万全の準備を進めていきます。

また、今秋には「紙上見本市」の開催を予定しております。昨年度は社、コマのご

出展をいただきました。

ガソリンのギフト券事業では、SEO 施策の実施、組合が主体となった地域での PR 活

動の展開によって、認知の拡大に取り組み、ギフト市場での採用機会の拡大を目指します。

年度に丸亀市（香川県）、魚津市（富山県）で住民生活支援としてガソリン券が採

用された事例を示しながら組合と協働して自治体事業での活用を提案していきます。

ガソリン券の利便性を高めることが本事業の成功につながるので、組合員 SS のネット

ワーク拡大に継続して取り組みます。また、ガソリン券事業に参加する組合員及び組合の
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満足度を高める制度設計を進めていきます。

農林漁業用の重油等の事業は、輸入 A 重油の無税制度、国産 A 重油の石油石炭税還付

制度並びに海運用燃油等の温暖化対策税還付制度があります。各制度の根拠となる法令を

遵守し、制度の的確な運営及び用途確認数量の実績向上を図っていくとともに、GX 実現

に向けた各所の動向を注視し、的確な対応を図ってまいります。

また、国際海事機関（IMO）により船舶の燃料油等に対し安全確保や海洋汚染防止な

どの観点から世界的な規制強化が行われています。そのため農林漁業部会を中心にカーボ

ンニュートラルの動向などと共に関係諸機関からの情報収集に努めるとともに、農林漁業

部会を通じ重油販売業者を始めとした組合員への情報発信を図ってまいります。

〇地域を守る「災害協定・官公需の一体化」と「満タン灯油プラス
缶運動」を推進しよう

全石連では、地方自治体や国公立病院、国の出先機関等は、石油組合と災害協定を締結

していながら、平時は県外の石油業者から安値調達を行いながら、災害時には災害協定を

盾に地元石油組合に燃料供給を依頼してくる、いわゆる「いいとこ取り」の排除に向けた

「災害協定と官公需の一体化」に取組んでいます。

この取組みをさらに進めるために、地方議会の連携強化が必要であると議連・PT で指

摘されたことを受けて、全石連及び油政連では石油組合とともに自民党の都道府県連の中

に石油流通に関する議員連盟を設置したり、都道府県議会議員に石油組合顧問に就任して

もらうなど地方議会との連携強化に取り組み、「災害協定と官公需の一体化」の推進をは

じめとする石油販売業界の実情や今後の課題などに関する理解促進に努めています。

また、国の「中小企業者に関する国等の契約の基本方針」における「中小石油販売業者

に対する配慮」条項について、年度に「経済合理性・公正性等に反しない適正な調達

ができるとき」との文言が「費用対効果において優れたものとすること等を十分に検討」

に置き換わったことにより、随意契約により新たに契約できた事例や入札条件に「地域要

件」が設定された等の事例があるものの、未だに「費用対効果」とされた趣旨が自治体等

に浸透していない事例などもあることから、引き続きフォローアップしていくこととして

います。

今年度も引き続き災害対策・官公需部会を通じて、災害協定と官公需の一体化を推進す

ることにより、中小石油販売業者の受注機会の増大に取り組んでまいります。

年度で「満タン灯油プラス缶運動」は年目を迎えます。

全石連及び全国の石油組合が主催し、内閣府・防災担当、資源エネルギー庁、国土交通

省の府省庁の後援、石油連盟、（公社）全日本トラック協会、日本ガソリン計量機工業

会の協賛を得て実施する本運動は、災害発生時に備えた消費者による自衛的な燃料備蓄を

推奨する運動として一定の認知、理解に至っていることが、これまでの効果測定の調査結

果から明らかになっています。

今年度も「災害発生に備えて」、日頃から「車は満タン給油」、「灯油は缶多めに保管

する」ことを意識づけることで、地域と国民の災害対応力を高めることを目的とした消費

者本位の運動を、消費者及び地域社会との接点となる SS の機能を積極的に活用して、

「本運動を“国民運動”として定着させる」との国の負託に応えてまいります。
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地震など大規模災害の発生直後には、SS にガソリン等を求める車が集中するパニッ

ク・バイが発生する事態は避けられません。本運動は、大規模災害発生に備え、車・家

庭・企業・重要拠点等が、それぞれ平時より自衛的に備蓄を行うことで災害時の混乱を極

小化し、交通渋滞の抑制にもつながることで被災地における迅速な復旧活動や円滑な被災

地支援活動に寄与する運動となっています。

また、車が災害時の重要な移動手段となることや避難場所として活用される等、災害時

において満タン運動が非常に重要な意味を持つものとなっています。

全石連は、満タン灯油プラス缶運動推進委員会を中心に、地域社会と国民の「安

心・安全」につながる「満タン灯油プラス缶運動」を、全国の組合員、石油組合、関

係団体、関係省庁と一体となり、引き続き、国民運動として浸透・定着させる活動を展開

いたします。

具体的には、車との接点であり地域社会との接点でもある SS 店頭で各種 PR ツール

（ポスター、のぼり、バッジ）を活用した普及・啓発活動の展開、ドライバーや一般消費

者には、タンクローリー車、灯油配達用ミニローリー車へのステッカー貼付による PR、

メディアを活用した広報を国からの補助金を得て実施します。実施主体である石油組合と

組合員 SS のさらなる意識向上に努めるとともに、効果的な PR ツール、メディアによる

周知方法の選定、費用対効果に重点を置いて、より効果的な運動を展開します。

年度の事業活動項目及び活動内容は次ページ以降に掲げています。
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年度全石商事業活動項目・活動内容(案)

活動項目 活 動 内 容 所管部会等

 流通適正化対

策事業

◯事業環境の変化（内需減・原油高騰・人材確保・賃上げ・

各種コストアップ対応・クルマの変化等）に備えた諸対策

の検討及び健全経営の推進（部会標語の普及等）

◯元売・販売業者間の連携推進（サプライチェーン維持へ適

正市場の構築、発券店値付けカード等の適正化への支援活

動）

◯公正競争環境の整備（不当廉売申告のより積極的な推進及

びガソリン不当廉売ガイドライン改定の検証、価格表示ガ

イドライン順守の推進）

◯ユニバーサルサービスを継続するためのネットワーク維持

策の検討（公正・透明な競争環境整備の検討を含む）

※共管

◯SS 過疎地（事務局内の SS 過疎地対策 PT との連携）お

よび離島対策の検討、対応

◯地震等災害発生時における体制の再整備 ※共管

◯「経営相談室」を通じた組合員からの相談受付・回答・助

言及び事業多角化等の支援

◯「法律相談室」を通じた組合員からの相談受付・回答・助言

経営部会

◯は政策・環境部会と

共管

◯は災害対策・官公需

部会と共管

 経営革新支援

事業

◯GX 政策を踏まえ、新たな事業等（協業・共同化等）の検

討

◯今後の経営環境変化を踏まえた SS 生産性向上や事業多角

化等に寄与する消防法規制緩和領域の抽出・情報収集と規

制緩和策の実現

◯平時・災害時を問わず石油製品の安定供給を担う組合員

SS の社会的評価を高め、その機能を高度化する諸情報の

収集・提供

◯経営革新を促すための教育啓発等の推進、『SS が目指す

つの方向性』を軸とする小規模組合員向けの新たな SS ビ

ジネスモデル確立につながる諸策の推進

◯賃上げと人手不足等を踏まえた DX 等による生産性向上

策の推進

◯GX 政策および国内外のカーボンニュートラルに向けた情

勢、自動車関連業界の動向（CASE、MaaS 等）、エネル

ギー関連新技術（efuel・SAF 等合成燃料、水素、二次電

池等）情報等の調査収集・組合員内外への提供

◯クルマおよび地域社会の変化を踏まえた国内外の SS 関連

ビジネス情報・技術情報の収集と提供

SS 経営革新・次世代

部会

 流通環境整備

対策事業

◯将来の合成燃料の内燃機関への利用を見据えたいわゆる電

動車問題等を踏まえた今後の SS 経営の方向性に関

する検討・提言

◯カーボンプライシング（炭素に対する賦課金・炭素税・排

出権取引制度等）に関する情報収集及び石油販売業界の取

組み支援

◯～◯政策・環境部会

◯経営部会と共管

◯は経営部会と共管

◯～◯災害対策・

官公需部会

◯は経営部会と共管

――
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活動項目 活 動 内 容 所管部会等

◯GX 実現に向けた基本方針やエネルギー基本計画の改定等

の国のエネルギー政策に対する石油販売業界からの要望及

び提言

◯ガソリン税等の特例税率やタックス・オン・タックスの廃

止、トリガー条項の凍結解除問題を含めた石油関係諸税の

適正化に向けた対応

◯自動車用燃料の課税公平性の実現に向けた検討・提言

◯「SS が目指すつの方向性」に対応した総合エネルギー拠

点化や多機能化等の SS の経営力強化・事業再構築に向け

た取組みへの情報収集・支援

◯働き方改革、過疎化や人手不足等に対応した外国人労働者

を含めた燃料供給の担い手確保に関する情報提供・調査等

の実施

◯カーボンリサイクル燃料としての合成燃料（efuel）の早

期実用化に向けた環境整備に係る検討と情報収集及び石油

販売業界への支援要望

◯ユニバーサルサービスを継続するためのネットワーク維持

策の検討（公正・透明な競争環境整備の検討を含む）

（※共管）

◯電気自動車はじめモビリティの動向や災害時を含めた安全

性等に関する情報収集・調査等の実施

◯災害等緊急時における SS の災害対応能力強化に向けた人

材育成

◯SS 安全対策等の推進（定期点検の励行・コンタミ防止対

策・荷卸し立会い励行）

◯VOC 問題への自主的な対応

◯環境・安全性等に関与する関係法令に関する情報収集

◯女性経営者の活躍推進に向けた支援

◯災害協定と官公需の一体化の推進（国や地方公共団体、地

方議会等への要望活動）

◯石油販売業の災害対応力強化に向けた具体的取組の推進・

情報提供（BCP 策定、緊急時連絡網整備、電動化に伴う

災害リスク等）

◯災害対応のための中核 SS、小口燃料配送拠点及び住民拠

点 SS 等の情報ネットワークの継続（点検・訓練）

◯地震等災害発生時における体制の再整備 ※共管

◯国等の契約の基本方針に対するフォローアップの継続

◯官公需カードシステム普及拡大に向けた情報提供及び積極

的な支援

 調査統計事業 ◯各種経営関連データの分析・提供 経営部会

――
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活動項目 活 動 内 容 所管部会等

 対外広報事業 ◯「満タン」「灯油プラス缶」運動の推進

◯ガソリン・灯油需要喚起と石油税制改正のための広報活動

の実施

◯ホームページ「石油広場」を活用した一般消費者向け広報

活動

満タン灯油プラス

缶運動推進委員会他

 組織強化対策

事業

◯組合財政基盤の強化に関する検討

◯「軽油引取税問題協議会」活動の推進

◯「SS 未来フォーラム」（青年部）の普及・活動支援

◯～◯総務部会

◯経営部会

 教育情報事業 ◯会員間及び関係業界との情報交換のための懇談会の開催 総務部会

 国庫補助事業 ◯「環境対応型石油製品販売業支援事業（土壌汚染の早期発

見及び早期対策）」の的確な遂行

◯「緊急時石油製品供給安定化対策事業」の的確な遂行

◯「離島のガソリン流通コスト対策事業」の的確な遂行

◯「燃料供給に関する計画策定支援事業」の的確な遂行

◯「石油製品供給に係る新たな機器等の技術開発・実証事業」

の的確な遂行

◯「需要家における自衛的な燃料備蓄普及啓発事業」の的確

な遂行

◯「燃料供給に関する計画に基づく設備整備等支援事業」の

的確な遂行

◯「離島への石油製品の安定・効率的な供給体制の構築支援

事業」の的確な遂行

政策・環境部会

 機関紙事業 ◯機関紙「ぜんせき」の内容充実と読みやすさの追求

◯機関紙「ぜんせき」の全員購読組合維持と全員購読組合数

の拡大及び新規購読者の拡大

◯「ぜんせき Web」の内容充実（速報性・価格情報強化等）

と会員数拡大。利便性及び新規性の追求

◯広報事業部門の健全な事業基盤確立へ向けた課題の抽出と

その的確な対応。コストアップに対応した効率的な業務推

進。組版システムの完全稼働

広報部会

 その他事業 ◯油政連活動との積極的な連携

◯各種組織・規程等の整備・見直し

◯収支改善策の検討

◯経営、政策・環境、

災害対策・官公需部

会他

◯～◯総務部会

――





――――

全石商―議案第四号

年度収支予算(案)について





――――

全石商―議案第四号()

 年 度 収 支 予 算（案）

（単位千円)

支 出 の 部 収 入 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額

（三 事 業 費 用 の 部)

 事 業 費

. 経営革新支援事業費
（経営革新・次世代部会) ,

. 流 通 適 正 化 対 策 費
（経 営 部 会) ,

. 流通環境整備対策費
（政策・環境 災害対策・官公需部会) ,

. 対 外 広 報 事 業 費
（満 タ ン プ ラ ス  缶 運 動) ,

. 補 助 金 交 付 金 ,
. 軽 油 特 別 交 付 金 ,
. 教 育 情 報 事 業 費 ,
. 会 議 費 ,
. 関 係 団 体 負 担 金 ,
. 広 報 事 業 費 ,
. アスファルト事業費 

事 業 費 合 計 ,

（四 一 般 管 理 費 の 部)

 一 般 管 理 費
. 人 件 費
 役 員 報 酬 ,
 員 外 監 事 報 酬 
 職 員 給 料 ,
 退 職 給 付 費 用 ,
 役員退職慰労引当繰入 ,
 退 職 金 ,
 法 定 福 利 費 ,
 福 利 厚 生 費 ,

人 件 費 計 ,

. 業 務 費
 新 聞 図 書 費 
 交 通 費 ,
 通 信 費 ,
 消 耗 品 費 ,
 印 刷 費 ,
 交 際 費 
 賃 借 料 ,
 会 館 管 理 費 ,
 車 両 費 ,
 コンピューター関係費 ,
 事 務 手 数 料 ,
 減 価 償 却 費 ,
 雑 費 ,
 支 払 利 息 

業 務 費 計 ,

（一 事 業 収 益 の 部)

 購 読 料 収 入 ,

 広 報 賛 助 金 収 入 ,

    会 費 ,

 委 託 費 受 入 ,

事 業 収 益 合 計 ,

（二 賦 課 金 等 収 入 の 部)

 賦 課 金 収 入

. 一 般 賦 課 金 ,

. 情 報 賦 課 金 ,

. アスファルト賦課金 

賦 課 金 収 入 計 ,

 負 担 金 受 入

. 教 育 情 報 費 受 入 ,

. アスファルト補助金受入 ,

負 担 金 受 入 計 ,

賦課金等収入合計 ,



――――

支 出 の 部 収 入 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額

. 諸 税 負 担 金

 租 税 公 課 ,

諸 税 負 担 金 計 ,

一 般 管 理 費 計 ,

（六 事 業 外 費 用 の 部)

 国 庫 補 助 事 業 費 ,,

（五 事 業 外 収 益 の 部)

 事 業 活 動 分 担 金 受 入 ,

 軽 油 特 別 協 力 金 収 入 ,

 組 織 運 動 協 力 金 収 入
（満 タ ン プ ラ ス  缶 運 動) ,

 会 費 収 入 ,

5 国 庫 補 助 金 収 入 ,,

6 受 取 利 息 

7 雑 収 入 

事業外費用合計 ,, 事業外収益合計 ,,

（七 特 別 利 益 の 部)

8 前 期 繰 越 金 戻 入

一 般 部 門 ,

広 報 部 門 ,

ア ス フ ァ ル ト 部 門 ,

9 創立記念事業積立金取崩

創 立 記 念 事 業 

特 別 利 益 合 計 ,

 予 備 費 ,

合 計 ,, 合 計 ,,



――――

全石商―議案第四号()の

 年 度 収 支 予 算（案）

全石商一般部門

（単位千円）

科 目 金 額  年 度 摘 要

（収 入 の 部)

 賦 課 金 収 入 , , 石商賦課金

 事業活動分担金受入 , , 精製・元売会社分担金

 軽油特別協力金収入 , ,

 組織運動協力金収入
（満 タ ン プ ラ ス  缶 運 動) , ,

 会 費 収 入 , , 通常総会会費

 国 庫 補 助 金 収 入 ,, ,,

 受 取 利 息   預金利息

 雑 収 入  

 前 期 繰 越 金 戻 入 , ,

収 入 計 ,, ,,

（支 出 の 部)

 事 業 費 , ,

. 経営革新支援事業費
（経営革新・次世代部会) , , 部会費 , 環境安全対策費 

調査統計費 ,

. 流 通 適 正 化 対 策 費
（経 営 部 会) , , 部会費 , 連絡会合費 

資料費 , 旅費交通費 ,

. 流通環境整備対策費
（政策・環境 災害対策・官公需部会) , ,

会議費 , 政策研究費 ,
連絡会合費  資料費 
旅費交通費 ,

. 対 外 広 報 事 業 費
（満タンプラス缶運動) , ,

本部事業費 , 組合支援事業費 
組織運動活動費 , 情報啓蒙費 ,
資料費  旅費交通費  会議費 

. 補 助 金 交 付 金 , ,
組合事務補助金 ,
支部管理補助金 , 青年部会 ,
アスファルト部会 ,

. 軽 油 特 別 交 付 金 , ,

. 教 育 情 報 事 業 費 , ,

機関紙分担金 ,
通常総会懇親会 ,
新年賀詞交歓会 , 連絡会合費 ,
懇親・懇談会費 , 顧問料 ,
資料費  旅費交通費 ,

. 会 議 費 , , 共通会議費 ,

. 関 係 団 体 負 担 金 , , 共通事業分担金 ,
関係団体分担金 ,

 国 庫 補 助 事 業 費 ,, ,,

環境対応型石油製品販売業支援事業 ,
自衛的燃料備蓄普及啓発事業 ,
離島のガソリン流通コスト対策事業,,
緊急時石油製品供給安定化対策事業 ,
自治体による SS 承継等に向けた取組支援事業 ,
先進的技術開発等支援事業 ,
離島への石油製品の安定・効率的な供給体制
の構築支援事業 ,

 一 般 管 理 費 , ,

 予 備 費  

支 出 計 ,, ,,



――――

全石商―議案第四号()の

 年 度 収 支 予 算（案）

全石商広報事業部門

（単位千円）

科 目 金 額  年 度 摘 要

（収 入 の 部)

 情 報 賦 課 金 収 入 , , 組合員購読

 購 読 料 収 入 , , 個人 , SS 購読  全石商 ,
油政連  縮刷版  減部 ▲

 賛 助 金 収 入 , , 賛助広告料

    会 費 , ,

 負 担 金 収 入 , , 全石商一般部門より受入

 委 託 費 受 入 , ,
ポスター , 油政連だより ,
紙上見本市  共同事業パンフ ,
農業用重油特集 ,

 前 期 繰 越 金 戻 入 , 

収 入 計 , ,

（支 出 の 部)

 事 業 費 , ,

. 機 関 紙 印 刷 費 , ,
通常 , 特集号  カラー ,
縮刷版  製本版  広告製版 
ポスター印刷 ,

. 機 関 紙 発 送 費 , ,
郵送費 , 宅配費 , 減部 ▲
スポット等  縮刷版  製本版 
バイク便  消費税 

. 取 材 費 , , 本部取材費 , 支局取材費 ,
座談会費 

. 編 集 費 , ,
編集費 , 原稿料  消耗品費 
通信費 , 原稿送料 
アサガミ管理費 

.    関 係 費 , ,

. 営 業 費 , , 業務費 , 賛助金手数料 

. 会 議 費 , , 広報部会 , 支局会議 
共通会議費 ,

 一 般 管 理 費 , ,

 予 備 費 , 

支 出 計 , ,



――――

全石商―議案第四号()の

 年 度 収 支 予 算（案）

全石商アスファルト部門

（単位千円）

科 目 金 額  年 度 摘 要

（収 入 の 部)

 賦 課 金 収 入   広域ディーラー社会費

 補 助 金 受 入 , , 全石商一般部門より受入

 前 期 繰 越 金 戻 入 , 

収 入 計 , ,

（支 出 の 部)

 事 業 費 , ,

. 環 境 整 備 対 策 費   総務委員会費  経営委員会費 
企画政策委員会費  支部活動交付金 

. 会 議 費   共通会議費 

 一 般 管 理 費 , ,

 予 備 費  

支 出 計 , ,



――――

全石商―議案第四号()の

年 度 一 般 管 理 費 配 賦 表 (案）

（単位千円）

部 門

科 目
一 般 部 門

広 報

事 業 部 門

アスファルト

部 門
計  年 度

. 人 件 費

 役 員 報 酬 , , ― , ,

 員 外 監 事 報 酬   ―  

 職 員 給 料 , , ― , ,

 退 職 給 引 当 繰 入 , , ― , ,

 役員退職慰労引当繰入 ,  ― , ,

 退 職 金 , , ― , ―

 法 定 福 利 費 , , ― , ,

 福 利 厚 生 費 , , ― , ,

人 件 費 計 , , ― , ,

（年度）人件費計 , , ― , ―

. 業 務 費

 新 聞 図 書 費     

 交 通 費 , , ― , ,

 通 信 費 , ,  , ,

 消 耗 品 費 ,   , ,

 印 刷 費 , ,  , ,

 交 際 費   ―  

 賃 借 料 , ,  , ,

 会 館 管 理 費 , ,  , ,

 車 両 費 , , ― , ,

 コンピューター関係費 , , , , ,

 事 務 手 数 料 ,  ― , ,

 減 価 償 却 費 , ― ― , ,

 雑 費    , ,

 支 払 利 息 ― ― ― ― ―

業 務 費 計 , , , , ,

（年度）業務費計 , , , , ―

. 諸 税 負 担 金

 租 税 公 課 , , ― , ,

諸 税 負 担 金 計 , , ― , ,

（年度）諸税負担金計 , , ― , ―

合 計 , , , , ,

 年 度 , , , , ―



――――

全石商―議案第四号()

年度 全石商賦課金の額、賦課基準、

算出方法、徴収の時期及び方法について(案)

．賦課の額 ,千円

．賦課の基準

◯ 均等割 

◯ 組合員数割 

◯ 給油所数割 

◯ 販売数量割 

（油種別比率―ガソリン、灯油・軽油・A 重油、B 重油・潤滑油・

アスファルト・グリース)

．算出の方法

．の基準により算出し、年度から適用されてきた賦課金額より一律減額す

る。

．徴収の時期

年月から月までの分 月末日

年月から年月までの分 月末日

．徴収の方法

各組合より全石商指定口座宛送金

．消費税

賦課金は課税対象外として取り扱いますから、課税仕入にはなりません。

．組合別賦課金額

（別 表)



――――

年 度 全 石 商 賦 課 金 (案）

（単位円）

組 合 名 賦 課 金

北 海 道 ,,

東

北

青 森 ,,

岩 手 ,,

宮 城 ,,

福 島 ,,

秋 田 ,,

山 形 ,,

関

東

新 潟 ,,

長 野 ,,

群 馬 ,,

栃 木 ,,

茨 城 ,,

千 葉 ,,

埼 玉 ,,

東 京 ,,

神 奈 川 ,,

静 岡 ,,

山 梨 ,,

中

部

愛 知 ,,

三 重 ,,

岐 阜 ,,

富 山 ,,

石 川 ,,

福 井 ,,

組 合 名 賦 課 金

近

畿

滋 賀 ,,

京 都 ,,

大 阪 ,,

奈 良 ,,

和 歌 山 ,,

兵 庫 ,,

中

国

岡 山 ,,

広 島 ,,

鳥 取 ,,

島 根 ,,

山 口 ,,

四

国

徳 島 ,,

高 知 ,,

愛 媛 ,,

香 川 ,,

九

州

福 岡 ,,

大 分 ,,

佐 賀 ,,

長 崎 ,,

熊 本 ,,

宮 崎 ,,

鹿 児 島 ,,

沖 縄 ,,

合 計 ,,



――――

全石商―議案第四号()

年度組合事務補助金交付(案）

．賦課金を期日までに納入した組合に対して、事務補助金を交付する。

．納 入 期 日

）上期分（年月から月までの分) 月末日まで

）下期分（年月から年月までの分) 月末日まで

．交 付 率

上 期 下 期

納 入 月 交 付 率 納 入 月 交 付 率

 月 .

 月 .

 月 .

 月 .

 月 .

 月 .

 月 .

 月 .

 月 .

 月 .



――――

全石商―議案第四号()

年度支部管理費補助金交付(案）

（単位千円)

支 部 名

交 付 内 訳

合 計

支部業務委託費 支部指導連絡費

北 海 道 , , ,

東 北 ,  ,

関 東 , ,

中 部 ,  ,

近 畿 ,  ,

中 国 ,  ,

四 国 ,  ,

九 州 , , ,

沖 縄  

合 計 , , ,



――――

全石商―議案第五号

年度借入金最高限度額(案)について





――――

全石商―議案第五号

年度借入金最高限度額(案)

 設 定 の 根 拠定款第条

 借入金限度額億円

 資 金 使 途運転資金





――――

全石商―議案第六号

年度

員外理事、員外監事の役員報酬額(案)について





――――

全石商―議案第六号

年度

員外理事、員外監事の役員報酬額(案)

 員外理事（名),,円以下とする

 員外監事（名) ,円以下とする





――――

全石商―議案第七号

役 員 改 選 に つ い て





――――

全石商―議案第八号

次期通常総会開催地について





――――

表 彰 関 係

．　　　　　　　　　　　　国家表彰受章者記念品贈呈

．　　　　　　　　　　　　功 労 役 職 員 表 彰





――――

．国家表彰受章者記念品贈呈

令和（）年秋藍 綬 褒 章

三 原 英 人 殿

令和（）年春藍 綬 褒 章

安 原 秀 殿



――――

．　　　　　　　　　　　　功 労 役 職 員 表 彰

〈役員功労者〉

櫻 井 茂 雄 殿（北海道）

福 原 博 之 殿（青 森）

工 藤 順 敬 殿（青 森）

磯 田 志 信 殿（岩 手）

廣 田 昌二郎 殿（福 島）

佐 藤 容 伸 殿（秋 田）

西 宮 優 太 殿（秋 田）

板 垣 勝 雄 殿（山 形）

吉 田 之 人 殿（新 潟）

小 山 等 殿（長 野）

須 田 英 利 殿（栃 木）

山 本 主 税 殿（茨 城）

石 川 浩 嗣 殿（茨 城）

横須賀 寿 宏 殿（茨 城）

福 島 勉 殿（千 葉）

田 邊 光 邦 殿（千 葉）

伊 東 正 博 殿（千 葉）

井 橋 英 蔵 殿（埼 玉）

宍 戸 大 介 殿（東 京）

菊 池 秀 雄 殿（東 京）

諏 訪 明 殿（東 京）

横 溝 将 博 殿（神奈川）

小 川 美智男 殿（神奈川）

渡 邉 和 記 殿（静 岡）

石 代 淳 殿（静 岡）

松 本 裕 次 殿（静 岡）

近 藤 剛 生 殿（愛 知）

安 藤 毅 之 殿（愛 知）

森 康 樹 殿（愛 知）

中 桐 哲 也 殿（三 重）

家 喜 正 治 殿（三 重）

長 江 季 夫 殿（岐 阜）

佐 藤 備 子 殿（岐 阜）

中 井 忠 明 殿（富 山）

岡 山 昭 彦 殿（福 井）

北 川 忠 嗣 殿（大 阪）

福 井 稔 明 殿（和歌山）

友 田 雅 之 殿（兵 庫）

秋 元  晴 殿（兵 庫）

内 藤 貴 嗣 殿（岡 山）

長 尾 和 彦 殿（岡 山）

松 井 清 孝 殿（岡 山）

畠 田 章 二 殿（広 島）

伊 藤 賢太郎 殿（広 島）

岡 田 輝 昭 殿（鳥 取）

安 達 真 人 殿（島 根）

西 村 公 作 殿（山 口）

手 島 邦 彦 殿（高 知）

古 森 恭 平 殿（愛 媛）

眞 鍋 和 典 殿（香 川）

香 川 勝 殿（香 川）

佐 藤 元 信 殿（大 分）

野 口 英 親 殿（佐 賀）

松 岡 隆 志 殿（熊 本）

小 原 洋 三 殿（熊 本）

横 山 正 殿（宮 崎）

田 尻 和 吉 殿（宮 崎）

二 宮 秀 樹 殿（鹿児島）

中 馬 悟 殿（鹿児島）

金 城 賜 門 殿（沖 縄）

（以 上  名）



――――

〈優良事務局員〉

越 田 昭 雄 殿（青 森)

西 村 元 李 殿（静 岡)

高 野 真 理 殿（愛 媛)

（以 上  名）


